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【不動産移転シミュレーション_新設法人】

・資産管理会社を設立し、所有不動産の移転等の対策をした場合（所有方式、サブリース方式、管理費徴収方式）の税効果と損益分岐点を

シミュレーションすることができます。

・所得税、個人事業税、譲渡税、取得税、登録免許税やキャッシュフロー等の自動計算機能を搭載しています。

・今まで時間がかかっていたシミュレーションを効率よく行うことができ、さらにシミュレーション結果をグラフ付きのレポートとして、

自動作成することができます。



● 不動産移転シミュレーションレポートを作成して

みましょう。

①【不動産移転シミュレーション】をクリック

します。

②【新規入力・クリア】をクリックします。

・既に情報が入力されていて、次のお客さまを新規入力

する際にクリックしてください。

留意点

・現在表示されているデータが

『DATAファイルに登録済み』であることを確認してから

      クリックしてください。

『DATAファイルに登録されておりません』

と表示されている場合は登録が必要です。
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初期画面

入力準備

①

不動産移転シミュレーション

②



③ 顧客名・顧客IDを入力します。

④【現在の個人収支入力】をクリックします。

⑤【申告者1】をクリックし、収入等を入力します。

⑥【データ入力】をクリックします。

・不動産を移転する人、資産管理会社から役員報酬等を

      受け取る人の現状の収支を入力します。

・地代収入（法人より）と役員報酬（法人より）は、

既存に法人がある場合のみ入力します。

・複数人入力する場合は、⑤と⑥を繰り返し行います。

⑦【閉じる】をクリックします。

3

現状の個人収支入力

④

③

⑤

⑥ ⑦
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⑧ 既に法人を設立している場合のみ

【既存の法人収支入力】をクリックし、収支等を

入力します。

・法人税等（住民税等含む）と法人税等実効税率は、

どちらか一方のみを入力します。

⑨【データ入力】をクリックします。

⑩【閉じる】をクリックします。
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現状の法人収支入力

⑧

⑨ ⑩
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⑪【物件収支入力】をクリックします。

⑫【物件1】をクリックし、物件情報を入力します。

（2）は、土地を移転させる場合に入力します。

（3）は、建物を移転させる場合に入力します。

（4）は、譲渡所得税を詳細に入力する場合に入力します。

（5）は、取得税を詳細に計算する場合に入力します。

⑬ （7）を収入から按分して入力する場合は、

【経費を収入から按分入力】をクリックします。

⑭【入力】をクリックします。

・複数物件を入力する場合は、⑫と⑭を繰り返し行います。

⑮【閉じる】をクリックします。
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物件収支入力

⑫

⑪

⑭ ⑮

⑬
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⑯【移転後の個人収支入力】をクリックします。

⑰ ⑰をクリックします。

⑱【現状収支-移転収支 反映】をクリックします。

⑲『移転に伴う地代収入』を入力します。

⑳『役員報酬（給与等）』を入力します。

㉑【データ入力】をクリックします。

・複数人入力する場合は、⑰～㉑を繰り返し行います。

㉒【閉じる】をクリックします。
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移転後の個人収支入力

⑯

⑱

⑲ ⑳

㉑ ㉒

⑰
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㉓【移転後の法人収支入力】をクリックします。

㉔【（1）（3）自動反映】をクリックし、

『不動産の収入・経費・所得』を必要に応じて、

修正します。

㉕ 移転に伴う一時的費用等を入力します。

㉖【データ入力】をクリックします。

㉗【閉じる】をクリックします。

●ここまでが入力必須の項目で、レポートを作成できます。
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移転後の法人収支入力

㉓

㉔

㉕

㉖ ㉗
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㉘【借入金条件設定（任意）】をクリックし、

現状と対策後の借入金の情報を入力します。

・借入金の情報を入力することで、借入金元金返済額が

キャッシュフローに自動反映します。

㉙【課税所得・C/Fに反映】をクリックします。

・借入金利子の変動が各課税所得とキャッシュフローに

反映します。

㉚【戻る】をクリックします。
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借入金条件設定シート

借入金条件設定（任意）

㉘

㉚

㉙
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㉛【課税所得設定（任意）】をクリックします。

・こちらでは、下記の詳細設定を行えます。

賃貸割合変動に伴う所得の変動

減価償却費の変動

所得金額の調整

消費税の調整

㉜ 各年の減価償却費を入力します。

㉝ ㉜で減価償却費を入力した場合のみ、【反映】を

クリックします。

・申告書ベースで収支を入力している場合、申告書内の

減価償却費を持ち戻す必要があります。

・【反映】をクリックすることで、不動産所得内の

減価償却費が1年後から30年後まで自動入力されます。

※1 オートフィル機能の使用方法

コピー元が一番左になるようにコピー先まで選択し、

【オートフィル機能】ボタンをクリックします。

㉞【戻る】をクリックします。
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課税所得設定（任意）

㉛

㉝

㉜

※1㉞ 課税所得計算シート
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㉟【個人事業税設定（任意）】をクリックします。

・こちらでは、下記の詳細設定を行えます。

個人事業税に係る課税所得の調整

個人事業税の強制入力

㊱ 不動産所得と事業所得以外の課税所得で、

加算したい所得がある場合は、課税所得調整額欄

に入力します。

・個人事業税の強制入力を行うこともできます。

㊲【戻る】をクリックします。
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個人事業税設定（任意）

㉟

㊱

㊲ 個人事業税計算シート
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㊳【キャッシュフロー設定（任意）】をクリック

します。

・こちらでは、キャッシュフローの修正や計算方法を確認

できます。

㊴ キャッシュフローを調整したい場合は、

㊴の欄を使用して適宜修正してください。

㊵【戻る】をクリックします。
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キャッシュフロー設定（任意）

㊳

㊴

㊵ キャッシュフロー計算シート
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㊶【登録】をクリックします。

※ 編集・修正方法

左の入力シート上の①～④ボタンの項目を修正する場合

は、修正項目よりも後の項目（②～⑤）を必要に応じて

修正してください。

左の入力シート上の⑥と⑨で減価償却費と借入金利子の

持ち戻しを入力している場合も、必要に応じて修正して

ください。

㊷【税額計算検証シート】をクリックします。

・こちらで各税額計算の過程を確認することができます。

㊸【レポート作成】をクリックします。

・PowerPointに提案書が出力されます。

不動産移転シミュレーションレポート作成の説明は以上です。
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登録・レポート作成

㊶

㊸
㊷

税額計算検証シート

不動産移転シミュレーション


	スライド 0: 不動産移転シミュレーション
	スライド 1
	スライド 2: ● 不動産移転シミュレーションレポートを作成して 　 みましょう。  ①【不動産移転シミュレーション】をクリック 　 します。  ②【新規入力・クリア】をクリックします。 　・既に情報が入力されていて、次のお客さまを新規入力 　　する際にクリックしてください。  留意点 　・現在表示されているデータが 　  『DATAファイルに登録済み』であることを確認してから       クリックしてください。 　  『DATAファイルに登録されておりません』 　　と表示されている場合は登録が必要です。
	スライド 3:  ③ 顧客名・顧客IDを入力します。  ④【現在の個人収支入力】をクリックします。  ⑤【申告者1】をクリックし、収入等を入力します。  ⑥【データ入力】をクリックします。 　・不動産を移転する人、資産管理会社から役員報酬等を       受け取る人の現状の収支を入力します。  　・地代収入（法人より）と役員報酬（法人より）は、 　　既存に法人がある場合のみ入力します。  　・複数人入力する場合は、⑤と⑥を繰り返し行います。  ⑦【閉じる】をクリックします。
	スライド 4:  ⑧ 既に法人を設立している場合のみ   【既存の法人収支入力】をクリックし、収支等を 　 入力します。  　・法人税等（住民税等含む）と法人税等実効税率は、 　　どちらか一方のみを入力します。   ⑨【データ入力】をクリックします。   ⑩【閉じる】をクリックします。
	スライド 5:  ⑪【物件収支入力】をクリックします。  ⑫【物件1】をクリックし、物件情報を入力します。  　（2）は、土地を移転させる場合に入力します。 　（3）は、建物を移転させる場合に入力します。 　（4）は、譲渡所得税を詳細に入力する場合に入力します。 　（5）は、取得税を詳細に計算する場合に入力します。  ⑬ （7）を収入から按分して入力する場合は、 　【経費を収入から按分入力】をクリックします。  ⑭【入力】をクリックします。 　・複数物件を入力する場合は、⑫と⑭を繰り返し行います。  ⑮【
	スライド 6:  ⑯【移転後の個人収支入力】をクリックします。  ⑰ ⑰をクリックします。  ⑱【現状収支-移転収支　反映】をクリックします。  ⑲『移転に伴う地代収入』を入力します。  ⑳『役員報酬（給与等）』を入力します。  ㉑【データ入力】をクリックします。 　・複数人入力する場合は、⑰～㉑を繰り返し行います。  ㉒【閉じる】をクリックします。  
	スライド 7:  ㉓【移転後の法人収支入力】をクリックします。  ㉔【（1）（3）自動反映】をクリックし、 　『不動産の収入・経費・所得』を必要に応じて、 　  修正します。  ㉕ 移転に伴う一時的費用等を入力します。  ㉖【データ入力】をクリックします。  ㉗【閉じる】をクリックします。  ●ここまでが入力必須の項目で、レポートを作成できます。
	スライド 8:  ㉘【借入金条件設定（任意）】をクリックし、 　 現状と対策後の借入金の情報を入力します。  　・借入金の情報を入力することで、借入金元金返済額が　　 　　キャッシュフローに自動反映します。   ㉙【課税所得・C/Fに反映】をクリックします。  　・借入金利子の変動が各課税所得とキャッシュフローに 　　反映します。   ㉚【戻る】をクリックします。
	スライド 9: ㉛【課税所得設定（任意）】をクリックします。 　・こちらでは、下記の詳細設定を行えます。 　　賃貸割合変動に伴う所得の変動 　　減価償却費の変動 　　所得金額の調整 　　消費税の調整 　　 ㉜ 各年の減価償却費を入力します。  ㉝ ㉜で減価償却費を入力した場合のみ、【反映】を 　 クリックします。 　・申告書ベースで収支を入力している場合、申告書内の 　　減価償却費を持ち戻す必要があります。  　・【反映】をクリックすることで、不動産所得内の 　　減価償却費が1年後から30年後まで自動入力
	スライド 10:  ㉟【個人事業税設定（任意）】をクリックします。  　・こちらでは、下記の詳細設定を行えます。 　　個人事業税に係る課税所得の調整 　　個人事業税の強制入力   ㊱ 不動産所得と事業所得以外の課税所得で、 　 加算したい所得がある場合は、課税所得調整額欄 　 に入力します。  　・個人事業税の強制入力を行うこともできます。   ㊲【戻る】をクリックします。  
	スライド 11:  ㊳【キャッシュフロー設定（任意）】をクリック 　 します。  　・こちらでは、キャッシュフローの修正や計算方法を確認 　　できます。   ㊴　キャッシュフローを調整したい場合は、 　　㊴の欄を使用して適宜修正してください。   ㊵【戻る】をクリックします。
	スライド 12:  ㊶【登録】をクリックします。  ※　編集・修正方法 　　左の入力シート上の①～④ボタンの項目を修正する場合 　　は、修正項目よりも後の項目（②～⑤）を必要に応じて 　　修正してください。 　　左の入力シート上の⑥と⑨で減価償却費と借入金利子の 　　持ち戻しを入力している場合も、必要に応じて修正して 　　ください。   ㊷【税額計算検証シート】をクリックします。 　・こちらで各税額計算の過程を確認することができます。   ㊸【レポート作成】をクリックします。 　・PowerPointに提

